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しずおか                                           ２０１９年１１月２８日            

県勤協連ニュース    ３５１号 
                     

静岡県勤労者協議会連合会 

                    TEL・FAX 054-273-5130 

 

                ホームページ   http://kinrokyo.net/shizuoka/ 

                  Ｅ－メールアドレス shizuoka@kinrokyo.net   
第５７回県勤協連研究集会開催  

  
２０１９年１１月１５日（金）１３：３０～１５：３０、静岡労政会館５階 視聴覚室にて

第５７回静岡県勤協連研究集会を開催、３０名が参加しました。 

 

◆ 堀内会長挨拶 

児童虐待はまさに貧困にその根本的な原因があり

ます。貧困が貧困を生む連鎖の社会構造のなか、聞

くに堪えない状況になっています。 

今、日本はすさまじい格差社会です。非正規労働

者数は２０１７年の数字で３７．９％、つまり労働

者の約４割が非正規であり、年収２００万円以下の

ワーキングプアの人々は２２５６万人を超えていま

す。問題はそれが常態化してしまい、「怒り」にもつ

ながらない状態であることです。今、日本で人間と

して最低限度の生活をするには夫婦と子供１人で３５５万円(連合の調査による)と試算され

ています。 

この貧困社会、格差社会に目に余る児童虐待の本質があることを、この研究集会で学び、今

後の活動の糧にしていきましょう。 

 

◆ 講演「子どもの貧困問題と児童虐待の実態」 

講師：松田正幸氏(養護老人ホーム相寿園・施設長) 

 

●虐待受ける子どもたち 

私はこの仕事に就く前、兵庫県(行政職)で採用され、福祉事務所、児童

相談所に所属され９年で退職、袋井市にある「デンマーク牧場」に就職し

「フリースクール」「自立援助ホーム」「児童養護施設」

を経て「牧之原やまばと学園」に就職、２０１８年から

は現在の養護老人ホームで勤務をしています。 

児童相談所やフリースクールの経験から、虐待は必ず

しも貧困家庭で起きているのではなく、まれに裕福な家

庭でも起きています。そして、ここに来る子どもたちは

「カナリヤ」なのではないかと思います。 

「カナリヤ」は鼻がよく利き、危険(毒ガス)を察知するとい

われます。施設の子供たちは今の社会情勢に危険を感じ、

訴えているのではないでしょうか。 

（写真左 デンマーク牧場） 
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虐待受けた子どもたちの様子は、以下のような特徴があります。 

・困った時になかなか大人に頼ろうとしない。 

・待つことが苦手である。要求が通らないとイライラして癇癪

を起して人や物にあたる。 

・年齢相応の生活習慣を獲得していない。 

・自分自身を低く評価している。 

・一見人懐っこく近づいてくるが、誰に対しても浅い関係に終

始することが多い。本当に信頼できる大人に出会っていないた

め関係を築きにくい。 

そして、大体において

身体の発達が悪く小柄

であり、肌が荒れ、しもやけなどを起こしています。 

怒られることや暴力的な扱われ方に慣れているので、施設の

中でいじめられていても、訴えてくることもなかったりしま

す。 

 

●増加する虐待件数 

全国の児童相談所での児童虐待に関する相談対応件数（下記表）は、児童虐待防止法施行前の平成 11

年度に比べ平成 26 年度は 7.6 倍に増加しています。 

（厚生労働省 HP「児童虐待防止対策」より「児童虐待の現状」） 

 

 

●虐待を受けた子どもたちの心と体への影響 

・脳の働きに影響をもたらし、ホルモンの分  

泌を妨げる可能性があります。 

・信頼できる養育者から、言葉を添えられ、  

応じてもらえるという体験が乏しいです。 

・身長、体重への影響、皮膚の荒れ、体温調節

ができない、睡眠時間や覚醒時間が一定でな

い等生活リズムが乱れています。 

・暴力に対して抵抗感が低い。（衝動を抑制する力が弱い。） 

 

●社会問題としての影響 

虐待という体験は、子どもの身体、認知、情緒、行動に重大な否定的影響を及ぼします。適切な保

護やケアを提供することなく放置した場合は、「人格障害」と称されるような重大な人格の歪みとな

る危険性があります。最近頻発するようになった重大犯罪の背景には、こうした「虐待を受けた子ど

も」の姿が見え隠れしているのです。 
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虐待を受けた子どもの適切な

ケアを提供することは、子ども

にとって必要であるにとどまら

ず、実は、われわれが生活する

社会全体にとっても重要なので

す。 

 

 

●子どもの貧困、虐待をなくすには・・・ 

子どもの貧困はすなわち「親の貧困」でもあります。そして、親の貧困、格差は子どもに連鎖して

いくことが多いのです。職場の働きやすさや、相談のできる場づくりができているでしょうか。労働

者の評価が厳しくなり、余裕がなくなっている職場が増えています。そうしたしわ寄せが、家庭に、

家族や弱者に向かっているようにもみえます。 

本当に困っている人、相談の必要がある人ほど、相談に訪れません。地域での見守り、社会の在り

方など「大人の環境」を正さなくては子どもの問題は少なくならないでしょう。ここの皆さんにもぜ

ひお願いします。 

 
 

 

 

 

☆伊豆の国市勤労協- 

秋のバスの旅 

「鹿島・香取 ２神宮」巡りを実施 

 

 秋の史跡めぐりは、令和天皇即位の祝賀パレードと

同日の１１月１０日（日）に４７名の参加者で鹿島神

宮、香取神宮の参拝をしました。今回の計画は、昨年

春に茨城県に訪れた際にお声を受け、東海バストラベ

ルのご配慮で、多くの参加者の中で実施できました。

幸い、天候にも恵まれ、太古の時代に天照大御神の御

光臨に先立ち遣わした、武力に長けた２神の古い神社

の参拝を致しました。 

私たちの年代になりますと、神仏に帰依

する心、気持ちを持ちます。 

近世まで，伊勢神宮と両神宮の３神宮

であり、２神宮巡り参拝は私たちに心強

さを頂いた思いを持ちました。 

田中正男副議長と高橋隆子議員も参加

を頂きまして、帰りは恒例のビンゴゲー

ムそして、カラオケで盛り上がり、楽し

い有意義な神々しい気分の一日を過ごす

ことができました。 

   （通信員 小粥崇男） 

 

各地区活動報告 
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☆掛川市勤労協- 

    掛川市を再発見するバスツアー 

 □ 開催日：１１月２７日（水） 

 □ コース：市役所出発 ⇒ 伊達方の大ひいらぎ（左写真） ⇒  

小夜の中山峠 ⇒ 浮世絵美術館「夢灯」 ⇒ 日坂宿場町  

⇒ 中央消防署 ⇒ 龍華院 ⇒ 竹之丸 ⇒ 十九首塚  

⇒ 市役所到着 （昼食は市役所食堂を予定） 

  

掛川市内にあふれる魅力を確かめてみませんか。日頃の忙しさにかまけ、近くに

あるブランドスポットに気づかないでいませんか。あるものを見つけ、見直し、

掛川市の魅力をアピールしましょう。 

 

市政懇談会を開催します 

 市政についての問題提起や、身近なところにある様々な不便・危険な箇所などを掘り起こし、安全

で住みよい地域社会となるよう、改善要望として取りまとめ、市役所の担当部署との懇談会を開催し、

改善につなげる取り組みを行っています。あなたの周りを見つめなおし、お気づきになったことなど

をぜひお知らせください。こんなこと、あんなこと、きっとあるはず。待っています。 

 雑巾のご寄付を 

 私たちは、手縫いの雑巾を社会福祉施設に寄贈する取り組みも行っています。 

 今年も会員の皆さんが丁寧に縫い込んでいただいた雑巾を８月２９日に「さやの家」「神子の園」

にお届けすることができました。 

 皆さんのお宅にある使い古しのタオルで結構ですので、二つに切った後、これを二つ折にした雑巾

を作ってくださいませんか。心を込めて縫い込んだ雑巾は、とても柔らかくて使い勝手もよいため、

寄贈先の施設からとても感謝されています。 

 皆さんからのご寄贈をおまちしています。 

（掛川勤協 News 第１２３号より抜粋） 

 

☆袋井市勤労協- 

市政懇談会開催のお知らせ 

□ 日 時 １１月２３日（土・祝）９時３０分～  

□ 会 場  勤協会館会議室 

 袋井市村田産業政策課長ほかの出席により、市政懇談会を開催します。 

 袋井市の動きや課題について報告を受けた後、会員から寄せられた意見要望に対する回答を頂き

ます。 

どなたでも参加できます、お誘い合わせの上お出かけ下さい。尚、勤協では、市への要望事項を常

時受け付けています。お気付きのことがありましたらお寄せ下さい。 

□要望事項の概要 

１．親水公園の命名権販売は（広岡河川公園に日陰場所の設置、ベンチの増設もお願いしたい） 

２．交通安全対策 

３．指定管理者による施設に利用者の声が反映できるような方策を。 

４．高齢者独居世帯対策として、有効なシステム作りを要望。 

５．平和推進事業 

６．防犯対策について 
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ワサビの辛味体験ゾーンから

出てきたところ。むせ返り思

わず涙ぐんでしまいました 

時間の遅れを気にする添乗員を

よそに、滝にくぎ付けの皆さん 

「赤水の滝（梅ヶ島）」 

「秋のバスツアー」梅ケ島・のんびり日帰り旅 

１０月２７日（日）３９名を乗せバスは出発した。 

静岡浅間神社、赤水の滝を経由、ホテル「梅薫楼」には予定時刻

を大幅に過ぎて到着となった。  

先ず温泉に浸かる予定が、「ご飯‼ご飯‼」の声に押されて予定を変

更し、先に宴会となる。  

ホテル自慢の料理に進むお酒・ビール・焼酎

…。 カラオケを熱唱する人、お風呂に入る

人、皆さん懇親を深めそれぞれに楽しい時間

を過ごしました。 

最後は、田丸屋わさび工場見学、ユーモア

たっぷりの案内人の誘導で見学し沢山のお土

産を買いこみました。 

帰りは定番のビンゴ大会、全員景品をゲ

ットしにこにこ顔でした。  

 無事袋井に戻り皆さん足取り軽く帰宅されました。 

 

第１４回「歌声喫茶」 ９/２３ 

２４名の参加者で行いました。今回は替え歌、おもいきり歌ってみましょう。  

青春時代の替え歌です。 

  ◎年金時代 

年金暮らしが 夢なんて  現役時代の 甘い夢 

年金時代の 真ん中は   医者に通って いるばかり ♬ 

 

袋井勤協 第一回 秋季Ｇ．Ｇ．大会  ９/２８  

【参加者・男性 62 名・女性 44 名】広岡河川公園 

今回は、会員以外の皆さんも誘って秋季大会として開催、非会員には勤協への入会を呼びかけ

ました。入賞者の皆さん おめでとうございます     

男性の部          女性の部  

優勝 鈴木 数義 鷲巣   優勝 野中 さわ子 高尾 

２位 高塚  保 方丈    ２位 浅羽 好枝  高尾 

３位 田中 虎男 広岡   ３位 金井 治子  小川町 

４位 植村  清 山科     ４位 内山 早苗  久能          

５位 井口 健二 愛野   ５位 北出 あけみ 小川町      

６位 宇野 雅治 高尾         （敬称略） 
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浅羽海岸松林の下草刈り作戦 １０/２０ 

平成 17 年から私達も参加し植樹した黒松が大きくなってきまし

た。 

成長の妨げとなる草木を除去する下草狩り作戦に、市農政課の要

請により緑のボランテイアとして６名で参加し汗を流しました。 

 

 

袋井勤協 会員集会 開催 １０/２８ 

 17名の参加により、消費生活出前講座と勤協事業報告の内容で

開催しました。     

「ほーい布井劇団」の寸劇では、詐欺集団の手口が披露された。

特殊詐欺被害にあわないためには「必要ありません」「買いません」

をはっきり言うことを教えてもらいました。 

又「クーリングオフできるかな？」クイズにも挑戦し理解を深め

ました。 

相手は騙しのプロ。「うまい話には落とし穴」 皆さん十分に注意

しましょう。 

 

カーブミラーの清掃・点検 ９/２２ 

諸井・浅羽地区を 15名３班で行動し点検結果を市役所に報告しました。 

 

（袋井勤協ニュース№４４３より） 

 


